
経営管理
制度

意向調査
森林経営管理事業
（森林所有者意向調査）

4,551 4,551
意向調査（119.76ha）から森林整備に必要な登記などの森
林情報の収集、森林調査、集積計画（13.33ha）の策定

意向調査実施面積4地区 119.76ha
集積計画策定　13.33ha

私有林整備
森林経営管理事業
（ふくいの森林整備事業）

10,609 10,609

5ヘクタール以下の森林経営計画を策定できない森林整備
に対し助成
自然災害により荒廃した森林の整備に対し助成
里山林や農地や住居に隣接した森林の維持管理に対し助成

生活保全林の整備6.87ha

林道・林専道の整備等
林業経営体ステップアップ事業
（ふくい型作業道整備事業）

2,900 2,900 壊れにくく繰り返し使用できる作業道整備に対し支援
森林作業道の開設　L=950m
作業道路面整備 L=5,000m

林道・林専道の整備等
林業経営体ステップアップ事業
（林道維持地域活動支援事業）

3,123 3,123
集落が行う林道の維持管理・災害の未然防止に関する活動
に対し支援

林道草刈り、土砂上げ、路面整正
19集落

林業就業者の育成 林業水産業U・Iターン促進事業 300 300
U・Iターン者の円滑な就業及び定着の促進を図るため奨励
金を給付

就業者　１名

林業就業者の育成 自伐林家育成事業 249 249 自伐林家を育成するため、チェーンソー講習会を開催 講習会1回　12名

林業就業者の育成
林業経営体ステップアップ事業
（労働安全衛生推進事業）

400 400 労働安全に資する装備、機械および器具の整備に対し助成 事業体等への助成　2事業体　26名

林業就業者の育成
林業経営体ステップアップ事業
（林業研修資格取得事業）

34 34
質の高い担い手を育成するため、必要な資格を取得する費
用に対し助成

資格取得　1回　1名

林業就業者の育成
林業経営体ステップアップ事業
（林業技術者支援事業）

45 45
現場の抱える課題を的確に対応できる林業経営体等を育成
するため、国主催の研修に係る費用に対し支援

研修への参加　2事業体　3名

その他（人材育成等）
林業経営体ステップアップ事業
（高性能林業機械リース事業）

3,018 3,018 林業経営体が高性能林業機械を借り受ける経費に対し支援 高性能林業機械リース　4事業体　6台

木造公共建築物の整備等
木材産業競争力強化対策事業
（ふくいの未来の森林づくり協議会運
営）

81 81
森林組合、家具建具協同組合、林業者、流通業者等で構成
する協議会の運営費

協議会の開催　2回　21名

木造公共建築物の整備等
木材産業競争力強化対策事業
（子供の居場所木質空間整備事業）

2,750 2,750
親子が共に触れ合う「子供の居場所」において、県産材を
利活用し、木質空間（木造・木質化・木の調度品・おも
ちゃの設置）を整備することに対し助成

木質化　3施設　5.2m3
              うち県産材3.2m3

その他
（木材・普及啓発関係）

木材産業競争力強化対策事業 58 58 食のPR大使への木製記念品を作製しPR 木製トロフィー、木製賞状

その他
（木材・普及啓発関係）

木材産業競争力強化対策事業 2,249 2,249 県産材を使用した木製仕切り板を設置 木製仕切り板

基金積立（森林整備等） 基金積立金 51,641 51,641
市町村森林経営管理事業を実施するための基金積立（R2
分）

82,007 82,007

令和２年度　森林環境譲与税の使途状況

人材の育成
・確保

【ワンフレーズ】
　税活用により、森林整備が促進され、
令和２年度の本市全体の間伐面積は
411.83haとなり、森林の有する公益的機
能の発揮につなげるとともに、新規就業
者数が4名となり、人材育成を図ることが
できた。

【詳細】
　本市では、「伐って使って触れ合って
未来に引き継ぐ森林づくりの推進」を行
うため、本税を森林整備、人材の育成・
確保、木材利用の促進・普及啓発に活用
して取り組んでいる。
　森林整備では、倒木等の危険防止や野
生動物の被害の軽減のための整備6.87ha
や作業道の開設・整備を5950m行うととも
に、林道や作業道の補修・維持管理に活
用し、林道の側溝の泥上げや路面整正を
市内19集落で行い、安全に木材生産を行
えるようになった。
　人材の育成・確保では、労働安全装備
器具への助成と、資格取得費用への助成
を行い、延べ42名の人材を育成すること
ができた。また、林業事業体への高性能
林業機械のリースを行い、４事業体がこ
の事業を利用することで作業の効率化を
図った。
　木材の利用促進・普及啓発では、親子
が共に触れ合う子供の居場所において、
県産材を利用した施設整備を３施設で行
うとともに、県産材を使用した仕切り板
の設置を行い、地域における森林資源の
循環利用を図ることができた。

　残額は令和３年度の森林経営管理事業
に使用するため、基金に積み立てた。

木材の利用
促進・普及
啓発

合計（令和２年度森林環境譲与税額）

実績

森林整備

事業内容 税導入の効果
(A)+(B)+(C)

(A)うち令和
２年度の森
林環境譲与
税（千円）

(B)うち基金
取崩額（千
円）

(C)うち他
の財源（千
円）

分類 事業区分 事業名

事業総額（千円）


